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    A case report of testicular tumors in non-twin siblings is presented. A 42-year-old male 
was admitted to Kansai Electric Power Hospital with the complaint of swelling of the left 
scrotal contents.Left radical orchiectomy was performed with the diagnosis of a left 
testicular tumor.Histological examination revealed u seminoma of the left testis. Fifteen 
years later, his 43-year-old younger brother was admitted to Osaka University Hospital with 
the complaint of painless swelling of the left scrotal contents. Left radical orchiectomy was 
carried out with the diagnosis of a left testicular tumor. Histological examination showed a 
seminoma of the left testis. The former patient had a history of a scrotal trauma, but there 
was no history of orchitis or cryptorchism in these two siblings. 
   To our knowledge, there have been reported 44 sets of testicular tumors in siblings. 
Eleven of these sets appeared in twins, while the other 33 sets were described in non-twin 
siblings. We discussed the 45 cases including our case of testicular tumors in siblings.



























入 院時 現 症:体 格 大,栄 養 良 好,眼 瞼,眼 球 結 膜 に
貧血,黄 疸 を 認 め ず.頸 部 リン パ 節 の腫 大 な く,胸
部,腹 部 と もに 理 学 的 に は異 常 所 見 を 認 め な い.右 陰
嚢 内 容 は正 常 所 見 で あ った が,左 陰 嚢 内容 は8×6.5
cmと 腫 大 し,触 診 に て圧 痛 を 認 め ず,弾 性 硬,明 ら
か な透 光 性 は 認 め られ なか った.






腎機 能 検 査=PSPl5分 値25%.
内分 泌 学 的 検 査17KS3.5mg/day,170HCS
3.4mg/day,妊娠 反 応(一).
検 尿:異 常 を 認 めず.
X線 検 査 所 見:胸 部X線 像,排 泄 性 尿路 撮 影,腹 部
大 動脈 造 影,リ ンパ管 造 影 に て 異 常所 見 は認 め られ な
か った.
以 上 の所 見 よ り左 睾丸 腫 瘍 と診 断 し,1969年12月27
日,左 高 位 除 睾 術 を 施 行 した.左 睾 丸 は125gで あ
った.
病 理 組 織 所 見:大 型 円形 の 核 を 持 った腫 瘍 細 胞 が 充
実性 の胞 巣 を作 り,間 質 に リンパ球 の浸 潤 を 伴 って お
り,組 織 診 断 はseminomaで あ った(Fig.1).
術後 経 過1術 後10日目よ り,左 腸骨 動 脈,腹 部 大動
脈 リンパ 節 に対 し,計3,000radの 放射 線 治療 を 施
行 した.以 後 経 過 は 良 好 で,現 在 まで再 発 の徴 候 は 認
め られ て いな い.
症 例2:弟,43歳 男性,会 社 員
主 訴:左 陰 嚢 内 容 の無 痛 性 腫 大
家族 歴:長 兄(症 例1)に 睾 丸 腫瘍 を認 め る.




の既 往 は な い
現 病 歴:1984年9月,左 陰 嚢 内 容 の 無痛 性 腫 大 に 気
付 い た が 放 置 して い た.同 年10月末 に 腫 大 が増 強 した
ため,近 医 受 診 し,睾 丸 腫 瘍 の 疑 い に て 同 年11月14日
阪 大 病 院 泌 尿 器科 入 院 とな った.
入 院 時 現 症:体 格 大,栄 養 良 好,眼 瞼,眼 球 結 膜 に
貧 血,黄 疸 を認 め ず.頸 部 リンパ 節 の腫 大 な く,胸 部
・腹 部 と もに理 学 的 に 異 常 所 見 は認 め られ なか った.
右 陰嚢 内 容 に異 常 は 認 め られ なか った が,左 蔭 嚢 内容
は6.5×3cmと 腫 大 し,触 診 に て圧 痛 を 認 め ず,表
面平 滑,卵 円形 で 弾 性 硬,透 光性 を認 め なか った.
















































































































を施行した.血 中P-HCGは 術後6日 目V`は1.35
mg!mlと低下 し,以 後現在まで β一HCGの上昇も
なく経過は良好である.
考 察
睾丸 腫 瘍 の家 族 発 生 は きわ め て稀 であ る とされ て い
た が,近 年 そ の報 告 例 が増 加 して い る.し か しわれ わ
れ の調 べ えた 範 囲 で は 同 胞 内 の 発生 は,双 子 例 に11
組(Table1),双子 以 外 の 同 胞 内 で33組が 報 告 され て
い る にす ぎ ない(Table2).計441のうち 本 邦 で は,
これ まで に 双 子 以外 の 同胞 に2組 が 報告 され て お り,
は 自験 例3組 目に あた る(Tabe3).
以下,自 験 を 含 め たnon-tw三nsiblingsに発 生 し
た 睾丸 腫X34組 にお け る発 症 年 齢,罹 患 側,組 織 型 に
つ い て検 討 し,加 え てtwinの 場 合 と の比 較 を 試 み
た.
発症 年 齢頻 度 に つ い て は,30歳代 が最 も多 く,つ い
で20歳代,40歳代 と,mの 睾 丸 腫 瘍 の 分 布11-14)と同
様 の傾 向 が認 め られ た(Fig.4).各々 の 症 例 で の 兄
弟 の 発 症 時年 齢 の 差 を み る と,moMOZygotictwin
で平 均2.3年,non-twinsiblingsで7.1年とtwin
の方 が 発 症年 齢 が近 接 して い た.
罹 患 側 に つ い て は右33例,左30例 で,同 胞 間 で 罹 患





















































































































































































































































































































































nozygotictwin間では そ れ ぞれ の反 対 側 に 発 生 を み
る とす る考 え方 で あ る6).
組 織 型 の わ か って い る71症例75睾丸 につ い て 分類 し
て み る と,seminomaが36睾 丸,teratocarcinoma
が14睾丸,embryonalcarcinomaが8睾丸 と,一 般
の 睾丸 腫 瘍 の 分 布1114)と大 差 が な か った(Table4).
また,組 織 型 の 一致 して い る組 み 合 わ せ は 自験 例 を 含
め てnon-twinsiblingsで16組53%,twinで5×45
%で あ った.
一般 の睾 丸 腫 瘍 の 発 生頻 度 は,男 子10万 人 あ た り
2.1人か ら2,3人で あ る といわ れ て い る 、3).発生頻 度 に
つ い て,兄 弟 の組 み 合 わ せ を考 慮 した うえ で の比 較 は
きわ め て 困難 で あ る と考 え られ るが,双 生 児 間 の発 生
頻 度 に つ い て細 か くみ る と,双 生児 間 で の 発 生が 現 在
ま で11組存在 し,こ れ ら の す べ て がm・nozygotic
tw三nであ り,こ れ までdizygotictwinの報告 が な
い.一 方,monozygotictwinの出度 頻 度 は 約0.4%
で,こ れ はdizygotictwinの出産 頻 度0.8%の1/2で
あ り,男 女 の 出産 率 が ほぼ 等 しい と考 え る と,mono-
zygotictwinはdizygotictwinに比 し,睾 丸 腫 瘍
をtwin間 で発 症 す る頻 度 が非 常 に高 い と考 え ら れ
る.こ の ほ か,オ ラ ンダ系 で 一 般 の70倍の頻 度 で 睾 丸
腫 瘍 が 発 生 した 家系 が知 られ て い る こ と15),人種 間 で
睾 丸 腫 瘍 の発 生頻 度 に差 が あ り,白 人,黄 色 人 種 黒
人 の順 に 頻 度 が高 い こ と1G),non-twinsiblingsのう
ち でHLAが 一 致 して い る症 例 が 発 見 さ れ て い る こ
と17),睾丸 腫瘍 と 染 色 体 異 常 が 合 併 し た と い う報
告18,19)があ る こ とな ど よ り,睾 丸 腫瘍 の発 生 に 遺 伝 的



















(不明の2睾 丸を除 く75睾 丸)
2組(20%),non-twinsiblingsで28組中14組(50
%)で あ った,た だ しmonozygotictwinに関 して
は,そ れ ぞ れ の個 体 がmirrorimageに作 られ て い
る とい う考 え方 もあ る ので,単 純 な 比 較 は 困 難 で あ る

























6)相 模 浩 二 ・梶 尾 克 彦=兄 弟 に み られ た 睾 丸腫 瘍.
西 日泌尿38:900～9Q5,1976
7)土居 治 ・青 山 興 司 ・高 田佳 輝 ・小 野 田 康 雄 ・田
中 嶺 太郎 ・村 上 元 正 。戸谷 拓 二 ・渡 辺 泰 宏=小 児















12)吉田 修 ・桐 山 奮 夫 ・宮 川 美 栄 子 。辻 一 郎 ・平
野 哲 夫 ・折 笠 精 一 ・星 宣 次 ・新 島 端 夫 ・河 辺 香
月 ・町 田豊 平 ・三 木 誠 ・大 田黒 和 生 ・上 田公 介
・西 浦 常 雄 ・栗 山 学 ・渡辺 決 ・三 品輝 男 ・宮
崎 重 ・高 崎 登 ・園 田孝 夫 ・長船 匡 男 ・石 神 裏
次 ・守 殿 貞夫 ・酒 徳 治 三 郎 ・多 嘉 良稔 ・百 瀬 俊 郎
・上 田豊 史1970年 代 の 日本 人 睾 丸(精 巣)腫 瘍
の 臨 床 統 計.泌 尿 紀 要31:337～356,1985,.,
13)BarzellGEIandWhitmoreWFJr:Neo-
plasmsofthetestis.Campbell'sUrolvol2,
pp1125～1169,W.B.SaundersCo.Philadel・
phia,London,Toronto,1979
14)MostofiFK:Testicularto皿ors,epidemiolo-
gic,etiologicandpathologicfeatures.Can-
cer32;11861201,1973..
15)LynchHT,KrushAJ,MulcahyGMand
ReedWB:'Fa鵬ilialoccurrenceofavariety
ofpremalignantdiseaseanduncommonma-
lignantneoplasms.Cancer33:1474～14ブ9,
1974
16)SchottenfeldDandWarshauerME:Cancer
bytissueoforigin:Testis.SchottenfeldD,
FranmeniJFJr,eds.CancerEpidemio-
logyandPrevention.PhiladelphiaWB
Saunders:947.957,1982
17)WobbesTH,HoekstraHJ,SleyterDTH
andSchraffordtTumorsofthetestisintwo
brathers:Aeasereport.JSurgOncol17:
135-137;1981
18)AtkinNBandBarkerMC:i(12p):Speck
chromosomalmarkerinseminomaandma-
]ignantteratomaofthetestis?CancerGene
netCytogenet10:199-204,1983
19)GibasZ,ProutGRJrandSandbergA:
Malignantteratomaofthetestiswithaiso一
chromosomeNo12,
structuralcytogenic
131:762763,1984
i(12p),asthesole
abnormality.JUrol
(1986年8月18日受 付)
